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◆ 著 書 
1)  新鞍真理子．講義から実習へ 高齢者と成人の周手術期看護 3 開腹術／腹腔鏡下手術を受ける患者の看護．第 2 版．

東京：医歯薬出版株式会社；2013．第 1 章，近年の医療の方向性と周手術期看護，1．急性期病棟における退院支援；

p. 1-8． 
2)  竹内登美子．講義から実習へ 高齢者と成人の周手術期看護 3 開腹術／腹腔鏡下手術を受ける患者の看護．第 2 版．

東京：医歯薬出版株式会社；2013．第 1 章，近年の医療の方向性と周手術期看護，2．周術期口腔機能管理と看護；

p. 9-15． 
3)  竹内登美子，青柳寿弥，山下暢子．講義から実習へ 高齢者と成人の周手術期看護 3 開腹術/腹腔鏡下手術を受ける

患者の看護．第 2 版．東京：医歯薬出版株式会社；2013．第 2 章，医切除術を受ける患者の看護；p. 17-32． 
4)  竹内登美子．看護管理 看護研究 看護制度．東京：メヂカルフレンド社；2013．第 2 章，看護における研究；p. 55-106． 
5)  竹内登美子．看護研究サクセスマニュアル．新版．東京：ナース専科ブックス；2013．看護研究とは；p. 8-13． 
6)  竹内登美子．看護研究サクセスマニュアル．新版．東京：ナース専科ブックス；2013．データ収集法を決めよう；

p. 74-84． 
7)  岩下明子，竹内登美子．医療情報．第 2 版．東京：篠原出版新社；2013．診療関連部門－看護部門；p. 133-6． 

 

◆ 原 著 
1) 北林正子，新鞍真理子，塩澤まゆみ，野村典子，瀬山尚子，林 浩靖，青木頼子，青柳寿弥，竹内登美子．総合病

院に勤務する病棟看護師の退院支援に対する意識について．第 43 回日本看護学会論文集 地域看護．2013：67-70． 
2) 林 浩靖，青柳寿弥，新鞍真理子，北林正子，塩澤まゆみ，野村典子，瀬山尚子，青木頼子，竹内登美子．総合病

院に勤務する看護師の認知症看護の研修に関する理解と研修内容の希望．第 43 回日本看護学会論文集 老年看護．

2013：118-21． 
3) 川辺千秋，成瀬優知，寺西敬子，新鞍真理子，下田裕子，廣田和美，東海奈津子，道券夕紀子，梅村俊彰，吉井 忍，

安田智美．摂食・嚥下障害が在宅療養に及ぼす影響．厚生の指標．2013；60(8)：30-6． 

 

◆ 総 説 
1)  牧野真弓．障害確かめ体験．リハビリナース．2013；6(3)：54-8． 

 

◆ 学会報告 
1) 中林美奈子，鳴尾明子，河原雅典，木下功士，新鞍真理子，鳥海清司，永井嘉隆，青木頼子，寺西敬子，成瀬優知．

アクションリサーチによる歩行圏コミュニティづくり第 1 報－住民参加を促す要件－．第 72 回日本公衆衛生学会総

会；2013 Oct 23-25；津． 
2) 鳴尾明子，中林美奈子，河原雅典，木下功士，新鞍真理子，鳥海清司，永井嘉隆，青木頼子，寺西敬子，成瀬優知．

アクションリサーチによる歩行圏コミュニティづくり第 2 報－歩行補助車の有用性－．第 72 回日本公衆衛生学会総

会；2013 Oct 23-25；津． 
3) 河原雅典，鳴尾明子，中林美奈子，木下功士，新鞍真理子，鳥海清司，永井嘉隆，青木頼子，寺西敬子，成瀬優知．

アクションリサーチによる歩行圏コミュニティづくり第 3 報－歩行環境の課題－．第 72 回日本公衆衛生学会総会；

2013 Oct 23-25；津． 
4) 今川孝枝，荒木晴美，新鞍真理子，炭谷靖子．A 県特別養護老人ホームでの看取りケア実施における配慮．第 28 回

日本老年学会総会；2013 Jun 4-6；大阪． 
5) Niikura M, Tanaka R, Yoshioka S, Araki H, Sumitani Y. Characteristic of elder-to-elder care. The 20th IAGG Congress of 
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Gerontology and Geriatrics ; 2013 Jun 23-27; Seoul. 
6) Okami R, Niikura M, Takeuchi T. Comparison of Antonovsky’s SOC and Baltes’s SOC scale. The 20th IAGG Congress of 

Gerontology and Geriatrics; 2013 Jun 23-27; Seoul. 
7) Araki H, Imagawa T, Niikura M, Sumitani Y. Present situation of Terminal care in Japan; Findings from a survey on 

Home-Visiting Nursing services and special Nursing homes for the elderly. The 20th IAGG Congress of Gerontology and 
Geriatrics; 2013 Jun 23-27; Seoul. 

8) Niikura M, Fujimori J, Kagamimori S. Relationship between Preparation for Old Age and Anxiety about the Future among 
Elderly People. 3rd WANS(World Academy of Nursing Science); 2013 Oct 18 ; Seoul. 

9) Nakabayashi M, Naruo A, Kawahara M, Toriumi K, Kinoshita K, Niikura M, Maruya Y, Nagai Y, Kishi M, Teranishi K, Naruse 
Y. An Action Research of Redesigning a Walking-around Community by Using the 4-wheeled Walker. 3rd WANS(World 
Academy of Nursing Science); 2013 Oct 18; Seoul. 

10) 今川孝枝，荒木晴美，新鞍真理子，炭谷靖子．介護老人福祉施設における看取り時のケアに関する調査（1）実施状

況と今後の希望．第 72 回日本公衆衛生学会総会；2013 Oct 23-25；三重． 
11) 荒木晴美，今川孝枝，新鞍真理子，炭谷靖子．介護老人福祉施設における看取り時のケアに関する調査（2）職種別

の実施状況と希望．第 72 回日本公衆衛生学会総会；2013 Oct 23-25；三重． 
12) 新鞍真理子，今川孝枝，荒木晴美，炭谷靖子．介護老人福祉施設における看取り時のケアに関する調査（3）介護職

と看護職の比較．第 72 回日本公衆衛生学会総会；2013 Oct  23-25；三重． 
13) 今川孝枝，荒木晴美，新鞍真理子，炭谷靖子．介護老人福祉施設における看取りの課題（第 1 報）～看護職の看取

り経験から～．第 33 回日本看護科学学会学術集会；2013 Dec 6-7；大阪． 
14) 荒木晴美，今川孝枝，新鞍真理子，炭谷靖子．介護老人福祉施設における看取りの課題（第 2 報）～介護職の看取

り経験から～．第 33 回日本看護科学学会学術集会；2013 Dec 6-7；大阪． 
15) 新鞍真理子，今川孝枝，荒木晴美，炭谷靖子．介護老人福祉施設における看取りの課題（第 3 報）～介護職と看護

職が相互に望むこと～．第 33 回日本看護科学学会学術集会；2013 Dec 6-7；大阪． 
16) 堀田美沙，新鞍真理子，青柳寿弥，青木頼子，竹内登美子．認知症とともに今を生きている高齢者の主観的体験 

～希望や喜びなどの快感情を伴う体験に焦点を当てて～．第 39 回日本看護研究学会学術集会；2013 Aug 22-23；秋

田． 
17) 大久保沙織，新鞍真理子，青柳寿弥，青木頼子，竹内登美子．認知症高齢者の家族介護者になるということ－社会

資源を利用しながら介護する中での体験と思い－．第 39 回日本看護研究学会学術集会；2013 Aug 22-23；秋田． 

 

◆ その他 
1)  青木頼子．意思表示できない脳血管疾患患者の高齢配偶者が行う代理意思決定プロセスのモデル構築．科学研究費

補助金研究成果報告書；若手研究（B）課題番号 22792259．2013． 
2)  新鞍真理子．厚生労働科学研究費政策科学総合（政策科学推進研究）研究事業 男性退職予定者を中心とした自律的

社会支援実現に向けた「ケアウイル」モデルの実践と検証 平成 24 年度総括・分担研究報告書；高齢期の生活の準

備に関する意識．2013：41-53． 
3)  新鞍真理子．一般病院における認知症高齢者の退院調整の実態と退院支援の課題．富山大学大学院 医学薬学研究部 

寄付部門 在宅看護学講座 平成 24 年度報告書．2013：80-83． 
4)  竹内登美子．認知症本人と家族支援のための「健康・病・介護体験の語り」Web サイトの構築と評価．科学研究費

補助金研究成果報告書；基盤（B）課題番号 21390598．2013． 
5)  竹内登美子．認知症語る動画サイト．朝日新聞（朝刊）．2013 Sep 15：38． 
6)  竹内登美子．認知症とわたしたち－生きていけると伝えたい．朝日新聞（朝刊）．2013 Sep 21：38． 
7)  竹内登美子．認知症生き抜く－絶望越え前向きに，本人の語り反響．産経新聞．2013 Nov 6． 
8)  竹内登美子．「看護職のワーク・ライフ・バランスインデックス調査」データの見方について．富山県看護協会看護

研修センター；2013 Aug 20；富山． 
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